










令和３年度決算

○ 村の財政状況は健全です（財政健全化比率の報告）

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づく、令和２年度決算における十

島村の健全化判断比率は、４指標とも適正基準の範囲内となっています。

判断比率が基準を超えた場合は、それぞれの基準に応じ計画を策定し、財政の健全化または財政再建

に取り組まなければならないこととなっています。財政再建団体になると税や住民サービスの見直しが

必要となるほか、村の借金が制限されます。

各指標の説明

・ 実質赤字比率

一般会計の赤字の程度を示します。数値が大きいほど財政運営が深刻化していることを示します。

令和２年度の十島村における一般会計は黒字のため、算出されません。

・ 連結実質赤字比率

特別会計や企業会計など全ての会計を合算して、村全体の赤字の程度を示します。数値が大きい

ほど財政運営が深刻化していることを表します。令和２年度の十島村では黒字のため、算出されま

せん。

・ 実質公債費比率

借入金の返済額やこれに準じる額の大きさを示します。数値が大きいほど資金繰りが悪化してい

ることを表します。令和２年度の十島村については、昨年度比で 1.1 ﾎﾟｲﾝﾄ減少しています。令和２

年度に繰上償還を実施したことが影響しておりますが、今後、ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ整備や防災行政無線ﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙ化などの大規模事業に地方債を活用しており、公債費負担が大きくなる見込みです。実質公債費

率の推移については注意深くみていく必要があり、地方債の借入れについては慎重に進めていく必

要があります。

・ 将来負担比率

借入金や将来的に支出することが見込まれる現時点での残高を示します。数値が大きいほど将来、

財政を圧迫する可能性が高いことを表します。令和２年度の十島村では算出されません。

○ 公営企業の経営状況は健全です。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づく、令和２年度決算における十

島村の公営企業会計の資金不足比率は、経営健全化基準の範囲内となっています。

資金不足比率が基準を超えた場合は、経営健全化計画を策定し、経営の健全化に取り組まなければな

らないこととなっています。経営健全化団体になると料金やサービスの見直しが必要となります。

・ 資金不足比率の説明

公営企業の料金等の収入の規模に対する資金不足額の程度を示します。数値が大きいほど経営状況

が深刻化していることを表します。

令和２年度の十島村における公営企業は、船舶交通特別会計、及び簡易水道特別会計ともに経営健

全化基準の範囲内となっています。

令和２年決算に

おける村の各比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－ － １０．５ －

早期健全化基準 １５．００ ２０．００ ２５．０ ３５０．０

財政再生基準 ２０．００ ３０．００ ３５．０ －

令和２年決算における

公営企業の資金不足比率

船舶交通特別会計 －

簡易水道特別会計 －

経営健全化基準 ２０．０







 

 

そつえん おめでとう そつえん おめでとう そつえん おめでとう 

子どもの熱中症 

日本の夏の平均気温は上昇傾向にあり、毎年 6～9月頃には 

全国各地で熱中症が多発します。 

熱中症は大人より子どもの方が発症しやすいとされています。 

大人より暑さに弱い：子ども（乳幼児・幼児）は体温調節機能が未発達です。特に汗をかく機能が未熟で、体に

熱がこもりやすく体温が上昇しやすくなります。また、全身に占める水分の割合が大人より高く、外気温の影響

を受けやすいため、気温が体表温度より高くなると熱を逃がすことができず、反対に周りの熱を吸収してしまう

恐れもあります。 

照り返しの影響を受けやすい：子どもは体重に比べて体表面積が広く、気温など周囲の環境の影響を受けやすく

なります。また、幼少期の子どもは大人よりも身長が低い為、地面からの照り返しの影響を強くうけます。 

自分では予防できない：子どもは自分で自らの体調の変化を訴えられないことがあります。屋外でずっと遊んで

いると夢中になってしまい、身体に異変が起きていても気づかないため周囲の大人が気にかける必要があります。 

＜対策＞ 

１.水分を多めにとろう 

新陳代謝が活発なため、汗や尿として体から出ていく水分が多く、脱水を起こしやすい体です。水分を多く含む

食事や、定期的な水分補給を心がけましょう。 

２.熱や日ざしから守ろう 

体温調節がうまくできないため、熱のこもらない素材や薄い色の衣服を 

選んだり、日光を遮る帽子などを身につけたりさせましょう。 

３.地面の熱に気をつけよう 

背が低かったり、ベビーカーの利用などで大人よりも地面に近い環境で過ごすことが多く、地表からの熱を受け

やすくなります。子どもの高さの気温や湿度を気にかけましょう。 

４.暑い環境に置き去りにしないようにしよう 

乳幼児は自分の力で移動することができないので、「寝ているから」「ちょっとの時間だから」と放置すること

は危険です。特に、車内に置き去りにすることは絶対にやめましょう。 

５.室内あそびも油断しないようにしよう 

日差しがない屋内では大丈夫だろうと油断しがちです。屋外と同じ対策を意識しましょう。 

６.周りの大人が気にかけよう 

暑さや体の不調を、まだ自分の言葉で訴えることができないため、服装や摂取するものによる暑さ調節がうまく

できません。汗や体温、顔色や泣き方など、赤ちゃん・子どもの様子を、まわりの大人が気にかけましょう。 

7.外で夢中になりすぎない 

遊びに夢中になると、のどの渇きや気分の悪さなどの熱中症のサインに気づくのが遅くなります。特に乳幼児が

遊びに夢中な場合には、大人が見守り休憩や水分補給をすすめましょう。 

 

 

 

 

 

 

子育て支援拠点施設 各園の活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宝島 → 

いまきら園 

中之島 → 

ほしのこ園 

← 口之島 

くちっこ園 

県 警 の ヘ リ を 見 学 し ま し た ！ 

 親 子 遠 足  

み ん な な か よ し 

親 子 か ら だ あ そ び  

↓ 平島 たいらっこ園 

↓ 悪石島 

のびっこ園 

な つ ま つ り 

副 園 長 先 生 の“絵 本 の 読 み 聞 か せ” 

♪ お た ん じ ょ う か い ♪ 






